
など接客娯楽業の事業場の皆様へ 

 王子労働基準監督署管内（北区内）の接客娯楽業の事業場における労働災害は、毎年10件前後
発生しており、減少傾向となっておりません。 
 中でも発生件数の多い「墜落・転倒災害」、 「火傷災害」、「切傷災害」について、災害の傾
向と災害防止のポイントをまとめました。事業場における労働災害防止活動に活用してください。 

転倒災害防止 

事故の型 件数  ％ 

事業場内における墜落・転倒災害 16 29 

高温物の取扱いによる火傷災害 14 25 

切傷災害 8 14 

激突災害・動作の反動災害・挟まれ災害 4 7 

交通事故 3 5 

事故の型別発生ワースト５ 
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平成25年 26年 27年 28年 29年 

接客娯楽業における休業４日以上の災害発生件数の推移（北区内） 

労働者死傷病報告（Ｈ２９年は９月末現在速報値） 
＊接客娯楽業における休業４日以上の労働災害は、毎年１０件前後発生していますが、平成２
８年は大きく増加し１３件となりました。平成２９年は９月末現在で既に10件と、前年を上回
るペースで発生しています。 

平成２５年以降発生５６件の内訳 

 事業場内を歩行中での階段
等からの墜落災害や通路での
転倒災害が約3割を占めてい
ます。 
 また、熱湯や食品油を使用
しての「火傷災害」も多く発
生しています。 
  

平成29年10月作成 王子労働基準監督署  

このリーフレットの内容についてのお問合せは、王子労働基準監督署第二方面までお願い
します。 ☎03（6679）0186 

労働災害発生状況 

 接客娯楽業は、労働安全衛生法令による安全管理者等の選任が義
務付けられていない業種ですが、同種の業種における労働災害が増
加していることから、事業場における安全管理活動を充実させるこ
とを目的に「労働安全衛生法施行令第２条第３号に掲げる業種にお
ける安全推進者の配置等に係るガイドライン」が示されています。 
 常時使用する労働者が10人以上の事業場については、１人以
上、「安全推進者」の配置しましょう。 
 
 

安全の担当者＝「安全推進者」を配置しましょう 

もっと詳しく！ 安全衛生情報センター 安全推進者配置 ガイドライン 検索 

災害事例と対策は裏面に 

前年を上回る
ペース！ 

前年を上回る
ペースで発
生！ 



概 要 年齢 経験 

通路に置かれたダンボールに躓き転倒 ６０歳代 
５年以上 
１０年未満 

カウンターで商品を取ろうとして足を滑
らせて転倒した。 

７０歳代 １年未満 

椅子に上り、分電盤のスイッチを入れ
ようとして、バランスを崩して墜落した。 

６０歳代 
５年以上 
１０年未満 

転倒災害防止 

ストップ！ 墜落・転倒災害 

災害事例 
「滑り」、「つまづき」、「踏み外し」が転倒の典型的
な発生で、両手荷物持ち、足元が暗い等、ちょっとした
ことが原因でも発生します。墜落では、椅子を踏み台の
代わりとする等、不適切な作業で発生しています。 

災害防止のポイント 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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概 要 年齢 経験 

フライヤー奥の油をふき取っているときに
手がフライヤーの中に入り火傷を負った。 

１０歳代 １年未満 

しゃがんで食材を補充しているとき、隣で
調理中の同僚がフライパンに食材を入れ
た際、跳ねた油が顔にかかり火傷を負った。 

１０歳代 １年未満 

キッチンポットがコンロから降ろした際に倒
れ、ポットをつかんでいた手に熱湯がかか
り、火傷を負った。 

６０歳代 １０年以上 

ストップ！ 火傷災害 

災害事例 
飲食店の厨房における食用油や熱湯による火傷災害は、高温物を自ら取扱う作業の他、その近傍での作業
でも発生しています。傾向としては、若年齢層や経験期間が短い方の被災が目立っています。 

ストップ！ 切傷災害 

災害事例 飲食店の厨房における包丁やナイフ等の手工具を使用しての切傷災害が多く発生しています。 
そのほか、割れたガラス等を取り扱う際の災害も発生しています。 

概 要 年齢 経験 

パントリー内で配膳作業中、トレーが傾き
グラスが割れ、とっさに手を出した手指に
切傷を負った。 

２０歳代 １年未満 

流し台で包丁の洗浄中に手を滑らせて刃
先で手を切った。 

４０歳代 
５年以上 
１０年未満 

パン切り包丁を使用するため柄から引き
抜いたところ、刃に触れて指を切った。 

１０歳代 １年未満 

災害防止対策のポイント 

災害防止対策のポイント 

災害防止対策のポイント 

・通路などの段差・凸凹・突起物・継ぎ目の解 
 消 
・４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）の徹底 
・照度確保、手すりやすべり止めの設置 
・危険箇所の表示など、危険の「見える化」 
・転倒防止のための安全な歩き方、作業方法励行 
・踏み台、脚立等の適正な使用 

・長靴、長エプロン、耐熱 
 手袋の着用 
・作業者間の声掛かけの励行 
・４Ｓ（整理・整頓・清掃・ 
 清潔）の徹底 
・水分補給と休憩 

・介護対象者の身体機能や動作能力の把握と介 
 助への協力のお願い 
・スライディングボードなど福祉用具の活用 
・作業人員や作業姿勢の見直し 
・温湿度や照明、段差等の作業環境の整備 
・作業前のストレッチや腰痛予防体操の導入 

交通労働災害防止のためのガイドライン 

もっと詳しく！ ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト 

全業種での労働災害でもっとも多い転倒災害。その増加抑止
に向けたさまざまな対策を紹介しています。 

ＳＴＯＰ！ 転倒 検索 

もっと詳しく！ 

交通労働災害防止のためのガイドライン 検索 

自動車等を使用する事業者向けに交通労働災害防止のために必要な配慮
を示したものです。 

もっと詳しく！ 職場における腰痛予防対策指針 

職場における腰痛予防対策指針 検索 

事業者による腰痛予防のための労働衛生管理の方法について示しています。 

接客娯楽業における災害事例と災害防止のポイント 

見える化の例 

危険スタテッカー標示 

段差を明りょう化 

扉の可動範囲 
を明示する 

スライディングボードを使用した車
椅子への移乗作業の例 

交通ヒヤリマップの例 

災害防止対策のポイント 

・刃物は落ち着いて慎重に取り扱う 
・４Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃）の徹底 
・食器を扱うときは、ゴム手袋等、手指を保護 
 するものを着用する 
・食品加工機械を使用する際は、刃物ガードを 
 外さない（本来の使用方法を徹底する） 

４Ｓ運動は安全の基本 

上記の災害防止対策でも共通して掲げている４Ｓ（整理・整頓・
清掃・清潔）は日常の活動として効果的です。職場全体で取り組
みましょう。 

整理 必要な物と不要な物に分けて、不要な物は処分する。 

整頓 必要な時に必要な物をすぐ出せるように、安全な状態
で位置させること。 

清掃 身の周りをきれいにして、衣服や作業場のゴミや汚れ
を取り除くこと。 

清潔 整理・整頓・清掃を繰り返して、衛生面を確保し、快適
な状態を実現・維持すること。 

意味 

整理 必要な物と不要な物に分けて、不要な物は処分する。 

整頓 必要な時に必要な物をすぐ出せるように、安全な状態で位置させる
こと。 

清掃 身の周りをきれいにして、衣服や作業場のゴミや汚れを取り除くこ
と。 

１ 不要物の廃棄基準、要不要の判断す
る責任者を決める 
２ 定期的にチェックし不要物を処分する。 
３ 店長等が整理状況を点検する。 
４ 点検結果を元に、廃棄基準を見直す。 

清潔 整理・整頓・清掃を繰り返して、衛生面を確保し、快適な状態を実
現・維持すること。 

①現状把握（置く物、置く場所など） 
②置く物の種類、数量などを決める 
③管理担当者を決める。 
④保管方法を決める。 
⑤定期的に点検する。 

進めよう危険の「見える化」 

 職場の危険を全員で共有するには危険箇所を可視化

（＝見える化）することが効果的です。 

耐熱手袋の着用 

長エプロンの着用 

危険ステッカーの例 

転倒災害は、「滑り」、「つまづき」、「踏み外し」が典型的な発生パターンです。また、両手荷物持ちや、
足元が暗い等、ちょっとしたことが原因でも発生します。墜落では、椅子を踏み台の代わりとする等、不適
切な作業でも発生しています。年齢層では、中高年齢での被災が多くみられます。 


